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SMILE 

☆ 今月も笑顔（スマイル）でスタート！～  

                                                                                            

  

  

  

  

 9月号 Vol.33 
今月の SMILE 
 

 

まいど おおきに！ 

 

中国の自転車シェアビジネスの「モバイク」が 8月 22日の日経新聞で札幌での事業展開を開始すると報道した同じ日

に、中国で史上最強の銀行カードが発表されました。 

この史上最強カードを発表したのは、ネット販売で天猫やタオバオ率いるアリババグループと双璧をなす京東グループと

興業銀行との共同事業です。カードの名前は、小金カード。 

このカードは、今まで何十年も変わらない銀行カードに対して、３つの大きな変化で果敢に挑戦しています。 

 

その 1 カードの外観を変えたことで、すべて金色（ゴールド） 

その 2 ゴールド会員とか一般会員とかの垣根を取り払ったこと。劉強東氏は、これについてかなりこだわったようで、人

生ただこの 1枚（小金カード）があれば十分というカードにしたいと言っています。 

そしてその 3 これがすごい、自動運用です。残高が 1,000 元を超えた部分については、自動的に京東小金庫に振り替

えられ、年 4％の利息がもらえるようになります。例えば、51,000元の残高があれば、50,000元が 4％の利息の対象となり、

1日当たり 6.06元、1年で 2,065元の利息がもらえます。ちなみに普通の銀行では、1日当たり 0.41元です。 

もちろんこのカードで買い物もATMでの引き出しができます。残高が 1,000元を切った場合には、自動的に京東小金庫

から補てんされます。すなわち補てんされるまで、4％の利息がつくのです。 

 

当然、従来の大手銀行は、この京東カードに脅威を感じています。工商銀行の会長は、これから金融工学技術の革

新が加速して、銀行経営は再構築を求められ、さらなる市場競争が起きるであろうとコメントしています。 

京東のトップである劉強東氏は、「障壁を打破して、民衆を幸せにする！」というビジョンでこのプロジェクトを行ったと言

っています。 

アリババのトップのジャック・マー氏といい、この劉氏も新しいアイデアをもって、従来のビジネスをどんどんと変えていっ

ています。 

 

これからも中国で生まれる新しいビジネスに目が離せませんね。 

 

では今月も笑顔（スマイル）でスタートしましょう！ 

史上最強の銀行カード 

 

 

 

 



中国経済情報  

 

 

中国の 7月貿易統計、輸出入ともに伸び率は予想に届かず 

税関総署が8月 8日発表した 7月の貿易統計（ドル建て）は、輸出が前年同月比 7.2％増、輸入が同 11.0％増となり、

伸び率はともにアナリスト予想を大きく下回った。 

 貿易収支は 467億 4,000万ドルの黒字。1月以来の高水準だった。 

 ロイター調査によるアナリスト予想は輸出が 10.9％増（6月は 11.3％増）、輸入が 16.6％増（6月は 17.2％増）、黒字額

が 460 億 8,000 万ドル（6 月は 427 億 7,000 万ドル）だった。輸出の伸びは 2 月以来の低水準。輸入の伸びは昨年 12

月以来の低水準。 

 ＡＮＺ（香港）のグレーターチャイナ担当チーフエコノミスト、レイモンド・ユン氏は「外需に関しては見通しはそれほど心

配ない」とした上で、「輸入の見通しについては注意が必要」と指摘。悪天候が今回の指標に影響した可能性があるとの

見方を示した。また、キャピタル・エコノミクスは「中国の貿易は、第 2・四半期末に上向いたが、現在は下向きのトレンドに

入ったようだ。特に輸入の伸びは、今年初め以降、急速に減速しており、内需低迷を示唆している」と指摘した。 

 人民元は対ドルでここ数カ月に大幅上昇し、年初来3.5％高となっているが、アナリストは貿易フローへの影響を重視し

ない姿勢を示している。7 月の輸出と輸入は人民元建てでも伸びが減速、それぞれ前年比 11.2％増、14.7％増となった。

中国などアジア諸国の輸出は、世界経済の回復を背景に、ここ数カ月拡大してきた。中国の貿易統計が予想を下回っ

たことで、世界経済に減速の兆しが出てきたのではないかとの懸念も浮上している。1～7 月の対米貿易収支は 5.9％増

の 1,427億 5,000万ドルの黒字。7月の対米貿易収支は 252億ドルの黒字と、黒字額は 2015年 10月以来の高水準を

記録した 6 月の 254 億ドルからやや縮小した。中国税関のデータによると、1～6 月の対米貿易黒字は、中国の貿易黒

字全体の 60％以上を占めた。前年同期は 44％だった。 

 

今年 7月ＣＰＩ、前年比+1.4％に鈍化 ＰＰＩは+5.5％で横ばい 

中国国家統計局が 9 日発表した 7 月の消費者物価指数（CPI）は前年同月比 1.4％上昇と小幅に鈍化した。ロイターが

まとめた予想（1.5％上昇）を下回った。ＣＰＩ上昇率は 5月と 6月は 1.5％だった。 

一方、７月の生産者物価指数（ＰＰＩ）は前年比 5.5％上昇し、上昇率は５月、6月と同じだった。予想も 5.5％上昇とされて

いた。 

 

会計・税務情報 

 

  

企業の経費負担を軽減するために、国家発展改革委員会は、2017 年 7 月 2 日付けで「増値税金統制システム製品

及びメンテナンスサービス価格の値下げに関する通知」（発改価額「2017」1243 号）を公布しました。この公布文書は、

2017年 8月 1日より施行されます。詳細は以下の通りです。 

 

１．増値税税金統制システム専用設備の内、USB金税盤の小売価格を 490元から 200元に、報税盤の小売価格を 230

元から 100 元に引き下げる。貨物運輸業増値税専用発票、自動車販売統一発票及び道路内陸河川貨物運輸業発

票の税金統制システム専用設備中の内、TCG-01税控盤の小売価格を490元から 200元に、TCG-02報税盤の小売

価格を 230元から 100元に引き下げる。 

2．増値税税金統制システム技術メンテナンスサービスを従事する関連企業が、税金統制システムを使用する増値税納

税者に対して徴収した技術メンテナンスサービス料金は、年間で 1 セットあたり 330 元から 280 元まで引き下げる。2

セット及びそれ以上の税金統制システムを使用する場合、2 セット目から技術メンテナンスサービス料金を半額で徴収

する。    

3．増値税納税者が支払った税金統制システム製品の購入代金、技術メンテナンスサービス料金は、納付すべき増値税

税額より全額控除することを認める。 

 

特に上記３におかれましては、会計処理に注意して、しっかり享受されるようお願します。 

 

マクロ経済情報 

増値税税金統制システム関連費用に関する通知 

 

 



法務情報 

 

 

中国では企業の文書の保管期間は何年なのか？という関心があると思います。会計関係の書類でいえば、中華人民

共和国財政部による国家档案局令第 79号-会计档案管理办法があります。

（http://www.mof.gov.cn/mofhome/tfs/zhengwuxinxi/caizhengbuling/201512/t20151214_1613338.html）。 

上記にアクセスすると添付の表（企业和其他组织会计档案保管期限表）があり、会計書類毎の保管期間が記載されて

います。例えば、原始証憑や記帳伝票の保管期間は 30年、月次の財務諸表は 10年ですが、年度の会計報告は永久

になっています。 次に会計以外の書類の保管期間の法的根拠とすれば、中華人民共和国国務院の直属の機構の１

つである中华人民共和国国家档案局による、国家档案令第 10号-企业文件材料归档范围和档案保管期限规定が参

考になると思います。（http://www.gov.cn/gongbao/content/2013/content_2361577.htm）。当該法令に添付されている

表（企业管理类档案保管期限表 URLでは、例えば、https://wenku.baidu.com/view/8d55ded9f61fb7360b4c65bb.html

があります）には、企業が保管すべき書類の範囲と書類毎の保管期間が記載されています。例えば、会社の設立時の関

係書類の保管期間は永久、董事会関連の書類も重要であれば永久、一般的なもので 30年となっています。そして労働

契約書も永久となっています。 

一度、御社でもこれらの表を閲覧してみてはいかがでしょうか？ 

 

人事労務情報 

 

 出所：中新经纬客户端(微信公众号：jwview)统计 

8月 16日締めで、北京、天津、江西、福建、陕西、山西、内モンゴル、河南、山東、四川、吉林、安徽省等 12カ省（区、

市）の今年の企業賃金指導ラインが公布されました。去年と比較すると、いくつかの省レベル地区の賃金指導ラインは横

ばいかマイナス成長となりましたが、二つ省は幾分プラス成長となっています（下表ご参照）。この企業賃金指導ラインは

基準線、上線（警戒線とも呼ばれる）と下線より構成されています。それは政府が現在の経済発展の目標をコントロール

する為に、企業向けに発表した年度賃金レベル・アップに関する提案です。従って、この賃金指導ラインは、強制的な拘

束力を有しませんが、企業としては、従業員と賃金集団協議及び企業自ら合理的に賃金レベル・アップを確定する為の

参考になっています。尚、8月 16日時点では、今年上海の企業賃金指導ラインはまだ発表されていません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 ヵ省の 2017年企業賃金指導ラインが発表される 

企業の文書の保管期間は何年？ 

 

  

 

 

 

 

 

当該管理規則の発効による大きな変

更点は、外商投資企業の設立及び変更

手続きが、従来の「（中国語）审批＝ 審

査の上、指示や許可を与える」から「中

国語（备案）＝主管部門に報告してそ

の記録に載せる」に変更されることで

す。会社からの備案届を直接管理する

機構は、省、自治区、直轄市、自由貿

易試験区などの商務主管部門です。 

設立手続きとしては、企業名称仮取

得後、投資者の代表者や代理人が、営

業許可書を取得前に、或は営業許可書

を取得後 30日以内に、ネット上の備案

システムを通じて、「外商投資企業設立

備案申報表」及び関連資料は、オンラ

イン申請で提出し、備案手続きを行い

ます。 

変更手続きも、変更事由が発生した

日（企業の最高意思機関による当該変

更決議や決定日）から 30日以内に、「外

商投資企業変更備案申報表」で変更備

案手続きを行う必要があります。 

変更手続きの対象となる変更項目と

しては、①外商投資企業の基本情報の

変更、②外商投資企業の投資者の基本

情報の変更、③持分譲渡、合作権益の

変更、持分権の抵当差入、④合併、分

割、清算、⑤外商投資企業財産の対外

抵当差入、⑥中外合作企業外国合作者

の先行投資回収、⑦中外合作企業委託

経営管理、となっています。参考まで

に 、 当 該 管 理 規 則 の 原 文 は 、

http://tfs.mofcom.gov.cn/article/as/20

1609/20160901384826.shtmlでみるこ

とができます。 

 

http://www.mof.gov.cn/mofhome/tfs/zhengwuxinxi/caizhengbuling/201512/t20151214_1613338.html
http://www.gov.cn/gongbao/content/2013/content_2361577.htm
https://wenku.baidu.com/view/8d55ded9f61fb7360b4c65bb.html
https://wenku.baidu.com/view/8d55ded9f61fb7360b4c65bb.html
http://tfs.mofcom.gov.cn/article/as/201609/20160901384826.shtml
http://tfs.mofcom.gov.cn/article/as/201609/20160901384826.shtml


 

 

特別連載読み物 

 

                                   

第 29回 ： 「現地の環境に、早く、うまく溶け込む方法は？？」 

 

「赴任地の環境に馴染んでこそが、早く、いい仕事ができるようになるため！」・・・というのは、誰しもよく理解できること

ですね。 では、どうすれば、早く現地の社内外の環境に慣れることができるのでしょうか？？ 

新任の赴任者が、「少しでも早く駐在生活に馴染めるか」は、海外生活の先輩でもある「現地の受け入れ側のスタッフ」が、

自分が初めて赴任してやってきた時のことを想い、積極的に、親切に、ケースバイケースのアドバイスをしつつ、一生懸

命お世話されることが、当然ながら、まず第一の要因となるでしょう。 

 

 しかし、「現地受け入れ側」にも、さまざまな事情があり、新人の都合に合わせてばかりもいられません！ 

当然、「赴任する側の姿勢」が、問われることになるのです。 

そこで、赴任先に、少しでも早く、うまく溶け込む方法を、考えて見ましょう！ 

  

またまた、私の上海赴任時代での“経験談”ですが、赴任当初、出かける時は、全て「タクシー」を利用していました。 

しかし、中国生活にもなれると、「タクシー」をあまり使わなくなり、“地下鉄”が多くなりました。 

その後、さらに進化して、“バス”（日本のダンプカーのように、我が物顔で、超荒っぽい運転をする運転手もいますが・・・）

を利用するようになりました。なんと、「バス代２元」でした。 中国の公共料金は、“格安”ですね！ 

聞くところによると、「バス＊３台」を乗り継ぐと、上海市内の何処にでも到ることができるそうですよ。  

なお、その地域のバスを利用することは、地元の皆さんの顔を真横に見ることができ、赴任地域の生活環境そのものに

溶け込む感覚が生まれ、新天地での緊張感を解きほぐすのに、いい方法だと思います。（最初は、ちょっと勇気がいりま

すが・・・） 

 

また、ある日本人の上海駐在員の知人は、休日を利用しては気軽にバスに乗り、気の向くままにバスを降り、その「バ

ス停」を起点にして、1～2 時間ほど“散歩”されるそうです。 休日の時間つぶしに、赴任地の≪街かど発見≫散歩を楽

しんでおられました。 ひょっとして、上海人も知らない、“新たな上海の発見”があるのではないでしょうか？！ 

 

ご自分で、積極的に、赴任先での楽しみを「自作自演された例」ですね。 

これこそ、「現地の環境に、早く、うまく溶け込む方法のひとつ」では！？（このバスネタ、ちょっと古いかも・・・？？） 

 

 

 

 

 

 

(お問い合わせ先) 

上海満意多企業管理諮詢有限公司 

〒200336  上海市長寧区 延安西路 2201 号  

上海国際貿易中心 2415 室 

T E L: +86-21-6407-0228    F A X :+86-21-6407-0185 

E-mail: info@shmydo.com  URL: http://shmydo.jp 

 

  

 

ナニワのおっちゃん経営道！ 中国駐在について語る！ 

お問い合わせは MYDOまで!! 

新事務所の住所はコチラです 

TEL・FAXの変更はありません 

 

mailto:info@shmydo.com
http://shmydo.jp/

